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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年10月7日(2016.10.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＬ－２Ｒβに対する平衡解離定数が、野生型のヒトＩＬ－２（ｈＩＬ－２）のものよ
り小さい、ＩＬ－２Ｒβ結合タンパク質であって、
　野生型のｈＩＬ－２に従い番号付けされたＬ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６Ｖお
よびＩ９２Ｆのアミノ酸置換を含むＩＬ－２ムテインである、結合タンパク質。
【請求項２】
　前記ムテインが、Ｉ２４Ｖ、Ｆ４２Ａ、Ｋ４３Ｎ、Ｐ６５Ｈ、Ｑ７４Ｒ、Ｑ７４Ｈ、Ｑ
７４Ｎ、Ｑ７４Ｓ、Ｉ８９ＶおよびＶ９３Ｉからなる群から選択される１または複数のア
ミノ酸置換をさらに含む、請求項１に記載の結合タンパク質。
【請求項３】
　前記ムテインがＱ７４Ｒのアミノ酸置換を含む、請求項２に記載の結合タンパク質。
【請求項４】
　前記ムテインが、Ｑ７４Ｎ、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６Ｖ、Ｉ８９Ｖおよ
びＩ９２Ｆのアミノ酸置換を有する、請求項１に記載の結合タンパク質。
【請求項５】
　前記ムテインが、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６Ｖ、Ｉ８９Ｖ、Ｉ９２Ｆ、お
よびＶ９３Ｉのアミノ酸置換を有する、請求項１に記載の結合タンパク質。
【請求項６】
　前記ムテインが、Ｑ７４Ｈ、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６ＶおよびＩ９２Ｆ
のアミノ酸置換を有する、請求項１に記載の結合タンパク質。
【請求項７】
　前記ムテインが、ＩＬ－２ＲβとＩＬ－２Ｒγとの間の相互作用を阻害する、請求項１
～６のいずれか一項に記載の結合タンパク質。
【請求項８】
　前記ムテインが、Ｑ７４Ｓ、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６ＶおよびＩ９２Ｆ
のアミノ酸置換を有する、請求項１に記載の結合タンパク質。
【請求項９】
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　前記ムテインが、Ｌ１８Ｒ、Ｑ２２Ｅ、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６Ｖ、Ｉ
８９Ｖ、Ｉ９２Ｆ、Ｖ９３Ｉ、およびＱ１２６Ｔのアミノ酸置換を有する、請求項１に記
載の結合タンパク質。
【請求項１０】
　ＩＬ－２Ｒβに対する平衡解離定数が、野生型のヒトＩＬ－２（ｈＩＬ－２）のものよ
り小さい、ＩＬ－２Ｒβ結合タンパク質であって、野生型のｈＩＬ－２に従い番号付けさ
れたＬ１８Ｒ、Ｑ２２Ｅ、Ｑ７４Ｓ、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｔ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６Ｖ、Ｉ８９
Ｖ、Ｉ９２Ｆ、Ｖ９３ＩおよびＱ１２６Ｔのアミノ酸置換を含むＩＬ－２ムテインである
、結合タンパク質。
【請求項１１】
　前記ムテインが、Ｑ７４Ｎ、Ｌ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ、Ｉ８６ＶおよびＩ９２Ｆ
のアミノ酸置換を有する、請求項１に記載の結合タンパク質。
【請求項１２】
　前記ＩＬ－２ムテインがヒトＩＬ－２ムテインである、請求項１または１０に記載の結
合タンパク質。
【請求項１３】
　ヒトＩＬ－２を突然変異させ、これにより、第１世代のＩＬ－２ムテインを生成させる
工程と、野生型のヒトＩＬ－２のものより小さい、インターロイキン２受容体βに対する
平衡解離定数を有する第１世代のＩＬ－２ムテインを同定する工程と、同定された第１世
代のＩＬ－２ムテインを突然変異させ、これにより、第２世代のＩＬ－２ムテインを生成
させる工程と、野生型のｈＩＬ－２に従い番号付けされたＬ８０Ｆ、Ｒ８１Ｄ、Ｌ８５Ｖ
、Ｉ８６ＶおよびＩ９２Ｆのアミノ酸置換を含む第２世代のＩＬ－２ムテインを同定し、
さらに野生型のＩＬ－２と比較してより低い程度で、インターロイキン２受容体γに結合
し、かつ／またはインターロイキン２受容体γを介してシグナル伝達する第２世代のＩＬ
－２ムテインを同定し、これにより、ＩＬ－２βアンタゴニストタンパク質を生成させる
工程と、を含む、ＩＬ－２結合タンパク質の生成方法。
【請求項１４】
　野生型ＩＬ－２と比べて低減したインターロイキン２受容体αへの結合を示す、請求項
１、２または１０に記載の結合タンパク質。
【請求項１５】
　野生型ＩＬ－２と比べて低減したインターロイキン２受容体γへの結合および／または
インターロイキン２受容体γを介するシグナル伝達を示す、請求項１、１０または１４に
記載の結合タンパク質。
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